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株式会社湖池屋（本社：板橋区／社長：佐藤章）は、板橋区が実施する「新しい価値を防災にプラス

する」ことを目的とした取り組みである「板橋区防災＋(プラス)プロジェクト」に賛同し、同プロジェ

クトの企画の一つである「いたばしシェイクアウト」（区内一斉地震対応訓練）参加者に対して、日々

の暮らしに非常時の備えをとけこませるローリングストックとして活用いただくことを目的に、板橋

区、東京家政大学（児童学科尾崎研究室）と連携・協力した限定ラベルの「湖池屋ポテトチップス の

り塩」を抽選でプレゼントする取り組みを実施します（約 2,000袋）。 

 

コロナ禍により、防災訓練の実施が難しい中、区民への新しい防災意識啓発を考えていた「板橋区」、

2002 年に地域社会と大学を結ぶ窓口であるヒューマンライフ支援センターを設置した板橋区にキャン

パスを置く「東京家政大学」、そして 1962 年の「湖池屋ポテトチップス のり塩」発売より約 60 年の

歴史を重ね、板橋区に本社を構える老舗ポテトチップスメーカーとして“食”を通じた地域貢献を展開

したいと考えていた「湖池屋」の 3者の思いを重ねました。 

板橋区 防災＋（プラス）プロジェクトからご提案 

スナック菓子を防災スナックに！ 

板橋区＋湖池屋＋東京家政大学 

湖池屋（本社：板橋区）のポテトチップスを 

ローリングストックとして活用！ 

 



 

そして、3者が連携・協力した限定ラベルの「湖池屋ポテトチップス のり塩」を防災スナック(ロー

リングストック)として「いたばしシェイクアウト」（区内一斉地震対応訓練）参加者に抽選でプレゼン

トすることで、地域の防災意識向上につなげる活動を実施することになりました。 

ポテトチップスは日常的なお菓子ではありますが、賞味期限は 6 ヶ月あります。過去の災害時にお

いて、カップラーメンなど保存性のある食品群とともにポテトチップスが購入されることが多く、ま

た、コロナ禍において「癒やし」・「ストレス解消」等の欲求を満たせるものとしてポテトチップスの購

入が増加していることから、湖池屋は、災害時において“ほっとする時間”を提供できる身近な“食”

として、ポテトチップスが貢献できるのではないかと考えました。 

板橋区が実施する「新しい価値を防災にプラスする」ことを目的とした「板橋区防災＋(プラス)プロ

ジェクト」に賛同し、板橋区、東京家政大学と連携・協力いただいたことで、ラベルの二次元バーコー

ドをアクセスすると板橋区の防災情報ページや東京家政大学の学生が開設した防災情報がまとめられ

たインスタグラムにアクセスできるなど、食べておいしく、眺めて学べる防災ポテトチップスになりま

した。 

今回の取り組みをきっかけに、日々の暮らしに非常時の備えをとけこませるローリングストックの

考えを広げることで地域の防災意識の向上に貢献したいと考えています。 

 

■ 板橋区 

・いたばしシェイクアウト（1分間防災訓練） 

 https://www.city.itabashi.tokyo.jp/bousai/bousai/1028844/index.html 

シェイクアウト訓練は、地震の揺れを感じた直後の初動対応を身に付けることができる訓練です。訓

練開始の合図を確認したら、今いる場所で姿勢を低くし、机の下に身をかくし、揺れが収まるまで待

つといった安全行動を取りましょう。しゃがむ、かくれるといった単純な訓練ですが、実際に行動し

てみることに意義があります！ 

 

■ 東京家政大学 児童学科尾崎研究室 

・キッズ防災(防災インスタグラム) 

 https://instagram.com/kids_bousai 

 東京家政大学尾崎ゼミによる「親子のための防災メディア」。児童学科のゼミ生が期間限定で地域連

携活動の一環として、避難所生活の体験ログや、親子での防災に役立つ情報をお届けします。 
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